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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

二
〇
〇
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様

方
に
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
と
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
、
当
会
を
と
り
ま
く
状
況
に
つ
い

て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

「
偽
」
と
は
、
昨
年
・
二
〇
〇
七
年
を
象

徴
す
る
漢
字
だ
と
か
。 

遡
る
こ
と
二
年
、
二
〇
〇
五
年
秋
に
発

覚
し
た
姉
歯
事
件
：
耐
震
強
度
偽
装
問
題

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
偽
装
」
は
、
建

築
業
界
の
専
売
特
許
か
、
と
思
い
き
や
、

ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
に
よ
る
食
肉
偽
装
問
題

を
は
じ
め
、
食
品
業
界
で
は
、
賞
味
期
限

切
れ
、
消
費
期
限
切
れ
の
商
品
や
、
原
材

料
の
産
地
や
品
質
を
偽
る
商
品
が
出
回

り
ま
し
た
。
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
多
数

の
企
業
が
偽
装
に
手
を
染
め
て
い
た
こ

と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

「
食
の
安
心
安
全
」
が
脅
か
さ
れ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。 

で
は
、
建
築
業
界
は
と
い
う
と
、
姉
歯

事
件
の
反
省
か
ら
、
建
築
基
準
法
の
大
改

正
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
体
制
が
整
わ
な

い
ま
ま
施
行
さ
れ
た
た
め
に
、
建
築
確
認

が
遅
々
と
し
て
処
理
さ
れ
な
い
と
い
う

大
混
乱
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

建
築
着
工
件
数
も
激
減
し
、
景
気
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
な
建
築
生
産
に
関
す
る
大

混
乱
の
中
、
新
た
な
耐
震
偽
装
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
強
度
偽
装
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
基
準
違
反
、
耐
火
・
防
火
材
の
認

定
偽
装
が
発
覚
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
テ
ナ
ン

ト
ビ
ル
の
建
設
に
お
い
て
、
鉄
筋
量
の
不

足
や
強
度
不
足
の
鉄
筋
の
使
用
が
、
相
次

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
に

よ
る
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

建
築
業
界
は
「
偽
」
と
い
う
ブ
ー
ム
の

一
翼
を
、
相
も
変
わ
ら
ず
担
っ
て
い
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。 

＊ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
強
度
偽
装
は
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ
ト
の
鉄
骨
に
細
い
物

が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
す
が
、

こ
と
が
単
品
に
と
ど
ま
ら
ず
該
当
す
る

規
格
の
機
種
全
般
に
及
ん
で
い
る
こ
と

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
耐
火
・
防
火
材
の
認
定
偽
装
は
、

２
社
の
製
品
に
つ
い
て
、
規
定
よ
り
も
含

水
率
の
高
い
不
正
な
試
験
体
を
使
用
し

て
耐
火
性
能
試
験
に
合
格
を
さ
せ
た
り
、

試
験
体
と
は
材
質
が
異
な
り
性
能
の
劣

る
製
品
を
市
場
に
流
通
さ
せ
る
と
い
っ

た
も
の
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
氷
山
の
一
角
だ
っ
た

の
で
す
。 

改
め
て
、
国
交
省
の
命
に
よ
り
、
見
直

し
を
し
た
結
果
、
新
年
に
な
っ
て
四
〇
数

社
約
七
〇
品
目
が
不
適
格
で
あ
っ
た
と

公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

耐
火
性
能
や
防
火
性
能
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
多
く
の
建

物
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
建

物
の
安
全
性
が
、
建
材
の
偽
装
に
よ
っ
て

も
損
な
わ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
衝
撃
を
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受
け
ま
し
た
。
建
築
に
直
接
携
わ
る
者
だ

け
で
な
く
、
周
辺
の
材
料
メ
ー
カ
ー
で
も

偽
装
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
根
の
深

さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

建
材
の
性
能
試
験
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
市
場
に
出
回
っ
た
後
の
追
跡
調
査
、

抜
き
打
ち
検
査
を
実
施
す
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

＊ 

ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
る
鉄
筋
工

事
の
間
違
い
は
、
工
事
途
中
で
発
見
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
す
。 

市
川
市
の
件
で
は
、
中
間
の
５
階(

５

層)

分
の
柱
主
筋
の
不
足
が
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
後
に
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
港
区

の
件
で
は
、
や
は
り
中
間
の
２
階
分
の
梁

の
配
筋
材
料
に
間
違
い
が
あ
り
、
す
で
に

１
階
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
済
ん

で
い
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
い
ず
れ
も
建
物
の
強
度
に
か
か
わ

る
重
大
な
間
違
い
で
し
た
。 

是
正
な
り
、
や
り
直
し
等
対
策
を
講
じ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
済

む
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

な
ぜ
、
間
違
っ
た
工
事
が
行
わ
れ
た
の

か
。
な
ぜ
、
そ
の
間
違
い
が
発
見
さ
れ
ず

次
の
工
程
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
発

覚
し
た
事
実
以
外
に
も
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。
等
々
、
間
違
い
が
見
過
ご
さ
れ

た
原
因
を
徹
底
し
て
追
求
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
確
認
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
監
理
体
制
（
監
理
は

ど
の
よ
う
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た

の
か
。
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の

か
）
と
、
第
三
者
検
査
の
有
無
で
す
。 

監
理
・
検
査
が
適
切
に
機
能
し
て
い
れ

ば
あ
り
得
な
い
間
違
い
が
、
先
端
技
術
を

集
め
て
造
ら
れ
る
は
ず
の
超
高
層
建
物

で
、
し
か
も
、
建
設
業
界
を
リ
ー
ド
す
る

ト
ッ
プ
企
業
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
こ

と
に
、
日
本
中
の
建
設
工
事
の
危
う
さ
を

感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

こ
れ
ま
で
に
も
、
手
抜
き
や
欠
陥
工
事

は
あ
き
る
ほ
ど
、
あ
き
れ
る
ほ
ど
目
に
し

て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
嘆
か
わ
し
く
感

じ
た
も
の
で
す
。 

設
計
に
お
け
る
偽
装
や
ミ
ス
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
施
工
に
お
け
る
間
違
い
は
、

第
三
者
に
よ
る
監
視
を
導
入
し
て
で
も

未
然
に
防
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

公
的
な
制
度
上
の
中
間
検
査
が
不
十

分
な
現
状
で
は
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
大
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

た
二
〇
〇
七
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
品

川
区
立
総
合
区
民
会
館
「
き
ゅ
り
あ
ん
」

に
お
い
て
平
成
十
九
年
度
第
三
回
研
修

会
が
「
実
践 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」
と

題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 
● 
一
時
限
目 

『
建
物
診
断
・
現
場
検
査
の
実
際
』 

講
師 

 

理
事
長 

大
川
照
夫 

◇
こ
れ
か
ら
新
築
さ
れ
る 

建
物
の
第
三
者
検
査
と
し
て 

①
着
工
前
の
事
前
相
談
時
に
お
け
る

確
認
項
目
（
設
計
図
書
、
見
積
書
、
契
約

書
等
）
、
②
工
事
中
の
検
査
に
入
る
前
に

準
備
す
る
も
の
（
設
計
図
書
、
契
約
書
、

工
程
表
に
加
え
、
施
工
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
た
め
に
第
三
者
検
査
実
施

の
合
意
を
建
築
主
、
請
負
者
（
売
主
）
双

方
間
で
合
意
し
て
覚
書
等
で
明
文
化
し

て
お
く
と
良
い
）
の
解
説
を
し
ま
し
た
。 

工
事
中
の
点
検
・
検
査
の
実
施
項
目
と

点
検
・
検
査
結
果
の
記
録
及
び
報
告
項
目

に
つ
い
て
も
細
か
く
説
明
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
点
検
・
検
査
と
監
理
の
違
い
に

つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。｢

点
検
・

検
査｣

は
そ
の
時
点
で
の
状
態
に
つ
い
て

検
査
す
る
も
の
で
あ
り
、
問
題
の
有
無
を

確
認
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
そ
の
事
実

を
指
摘
し
、
改
善
を
指
示
す
る
も
の
で
あ

る
。
「
監
理
」
は
工
事
の
施
工
が
契
約
に

合
致
す
る
よ
う
公
正
な
立
場
で
工
事
施

工
者
を
指
導
す
る
建
築
士
法
上
の
業
務

で
あ
る
。 

＊ 

◇
完
成
し
た
建
物
の
検
査
と
し
て 

①
建
物
の
状
態
と
検
査
（
建
物
の
引
渡
し

前
、
入
居
後
、
維
持
管
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム

時
、
中
古
建
物
の
入
手
時
に
当
た
る
検

査
）
と
、
②
現
地
調
査
の
準
備
作
業
、
調

査
手
順
、
調
査
に
必
要
な
装
備
、
用
具
に

第
三
回
研
修
会
報
告 

文
責 

常
任
理
事 

原
田 

久
義 

  

研修会の様子 
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つ
い
て
現
物
の
用
具
を
手
に
と
っ
て
紹

介
も
さ
れ
て
、
午
前
の
講
義
を
終
え
ま
し

た
。 

 

●
二
時
限
目 

『
実
践 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
』 

講
師 

 

理
事
長 

大
川
照
夫 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」
と
題
し
、
改
め

て
相
談
か
ら
検
査
・
調
査
業
務
ま
で
の
手

順
、
瑕
疵
概
念
と
瑕
疵
判
定
の
基
準
・
視

点
、
建
物
に
現
れ
る
瑕
疵
の
分
類
を
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
日
常
業
務
に

お
け
る
電
話
相
談
・
業
務
依
頼
等
の
注
意

事
項
を
解
説
し
、
最
後
に
鑑
定
書
の
書
き

方
、
報
告
書
の
書
き
方
を
指
摘
し
休
憩
に

入
り
ま
し
た
。 

  
 

●
三
時
限
目 

『
事
例
研
究
』 

パ
ネ
リ
ス
ト
：
理
事
長 

 

大
川
照
夫 

副
理
事
長 

川
口
晴
保 

事
例
研
究Ⅰ

 

［
新
築
入
居
後
十
二
年
経
た
マ
ン
シ
ョ
ン
］ 

相
談
内
容
：
通
常
の
経
年
劣
化
に
比
べ
異

常
で
は
な
い
か
（
壁
面
、
床
面
、
軒
天
等

に
ひ
び
割
れ
、
白
華
） 

問
題
点
：
施
工
業
者
が
す
で
に
倒
産
し
て

い
る
。
建
物
引
渡
し
か
ら
十
二
年
経
過
し

て
い
る
。
現
在
大
規
模
修
繕
工
事
中
で
あ

り
仮
設
足
場
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
工
事

を
中
断
し
て
調
査
を
す
る
と
仮
設
材
の

存
置
期
間
が
長
く
な
り
必
要
以
上
の
経

費
が
掛
か
る
。 

 

事
例
研
究Ⅱ

 

［
新
築
入
居
後
九
年
経
た
マ
ン
シ
ョ
ン
］ 

相
談
内
容
：
最
上
階
で
一
年
目
に
雨
漏
り

が
発
生
し
、
そ
の
年
に
処
理
さ
れ
そ
の
後

は
雨
漏
り
は
無
い
が
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、
外

廊
下
で
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
ひ
び
割
れ

に
沿
っ
て
雨
だ
れ
白
華
が
発
生
、
何
度
か

補
修
さ
れ
る
が
再
発
が
繰
り
返
さ
れ
る
。 

問
題
点
：
バ
ル
コ
ニ
ー
、
外
廊
下
に
伸
縮

目
地
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
不
規

則
な
亀
裂
が
多
数
生
じ
、
再
発
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
地
下
ピ
ッ
ト
内
に
鉄
筋
露
出
、

ジ
ャ
ン
カ
、
後
施
工
に
よ
る
ス
リ
ー
ブ
開

口
、
鉄
筋
切
断
等
々
。 

 

 

 

こ
の
二
例
に
対
し
て
だ
け
に
限
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
活
発
な
発
言
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
い
つ
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
問

題
に
対
す
る
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
、

業
者
が
対
応
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
相
談
を
受
け
る
の
で
す
が
簡
単
に

は
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

こ
ん
な
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
設

計
者
、
施
工
業
者
も
丁
寧
に
仕
事
を
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。 

ま
た
、
今
回
の
事
例
で
は
な
い
が
消
費

者
で
あ
る
建
主
も
業
者
任
せ
で
は
な
く
、

建
物
に
興
味
を
持
ち
一
緒
に
建
物
を
建

て
て
い
く
気
持
ち
が
あ
れ
ば
問
題
も
減

っ
て
い
く
思
い
も
し
ま
し
た
。  

『
排
水
通
気
管
の 役

割
と
名
称
』  

文
責 

常
任
理
事 

石
川
芳
久 

技
術
研
究
部
会
（
設
備
） 

排
水
通
気
管
の
目
的
は
、
衛
生
器
具

な
ど
、
排
水
や
雨
水
を
敷
地
外
へ
円
滑

に
搬
送
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
排
水
管
内
の
悪
臭
成
分
を
含
ん

だ
汚
れ
た
空
気
を
室
内
に
侵
入
さ
せ
な

い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。 

下
水
ガ
ス
の
浸
入
は
器
具
側
に
有
る

ト
ラ
ッ
プ
に
よ
り
防
止
し
て
い
る
。
ト

ラ
ッ
プ
の
封
水
を
保
持
す
る
為
と
、
排

水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
す
為
に
通
気
設
備

が
あ
る
。 設

備
コ
ラ
ム 

講演をする大川理事長 

事例研究の様子 



（ 4 ）  2 0 0 8 年 （ 平 成 2 0 年 ） 1 月 2 9 日  N P O 法 人 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 5 7 号 

欠欠陥陥住住宅宅 ・・欠欠陥陥建建築築でで悩悩むむ人人をを救救いい、、住住宅宅検検査査のの技技術術向向上上をを目目指指すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの会会   

一
．
排
水
管
内
の
空
気
の
状
態 

排
水
管
内
に
排
水
が
流
れ
る
と
管
内

の
空
気
は
排
水
に
押
さ
れ
た
り
し
、
引

っ
張
ら
れ
た
り
、
引
き
ず
ら
れ
た
り
し

て
、
流
動
す
る
。
配
管
内
の
空
気
圧
力

に
伴
っ
て
、
排
水
管
に
接
続
さ
れ
て
い

る
通
気
管
内
の
空
気
も
流
れ
る
。 

    

二
．
通
気
管
の
名
称
と
役
割 

※
各
個
通
気
管
・
ル
ー
プ
配
管
（
共
通
） 

通
気
立
て
管
を
上
昇
す
る
空
気
の
流

れ
と
伸
張
通
気
管
の
空
気
の
流
れ
が
合

流
し
て
排
水
立
て
管
に
流
れ
る
そ
の
合

計
量
は
、
排
水
管
の
空
気
流
量
と
同
じ

に
な
る
。
こ
の
通
気
管
は
、
排
水
横
枝

管
に
流
れ
る
排
水
が
対
象
に
な
る
。 

横
引
き
の
排
水
は
満
流
を
許
容
し
て

い
る
の
で
、
排
水
の
流
れ
の
直
後
に
空

気
が
補
填
さ
れ
れ
ば
よ
い
。 

（
１
）
各
個
通
気
管 

 

各
器
具
ト
ラ
ッ
プ
に
通
気
管
を
設
け

て
同
一
枝
管
に
接
続
し
て
、
通
気
立
て

管
ま
た
は
、
伸
張
通
気
管
に
接
続
す
る
。

自
己
サ
イ
ホ
ン
作
用
の
防
止
に
も
有
効

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
般
に
各

個
通
気
方
式
を
使
用
す
る
こ
と
を
法
規

で
規
定
し
て
い
る
。 

 

（
２
）
ル
ー
プ
通
気
管 

 
二
個
以
上
の
ト
ラ
ッ
プ
を
保
護
す
る

為
、
最
上
流
の
器
具
排
水
管
が
排
水
横

枝
管
に
、
接
続
す
る
点
の
す
ぐ
下
流
か

ら
立
ち
上
げ
て
通
気
管
ま
た
は
、
伸
張

管
に
接
続
す
る
。
自
己
サ
イ
ホ
ン
作
用

の
防
止
に
は
有
効
で
は
な
い
。 

※
通
気
立
て
管
・
伸
張
通
気
管
（
共
通
） 

排
水
立
て
管
に
流
れ
る
排
水
が
対
象

に
な
る
。
許
容
充
水
率
３
０
％
残
り
の

７
０
％
と
な
り
、
約
二
倍
の
空
気
が
排

水
と
同
速
度
で
流
下
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
る
。 

 

（
３
）
通
気
立
て
管 

排
水
系
統
ま
た
は
、
水
槽
類
に
お
い

て
、
通
気
の
為
に
鉛
直
ま
た
は
、
水
平

と
４
５
度
未
満
の
角
度
で
立
ち
上
げ
る

管
。 

 

（
４
）
伸
張
通
気
管 

排
水
立
て
管
を
延
長
し
た
管
。
通
気

立
て
管
を
設
け
ず
、
伸
張
通
気
管
の
み

に
よ
る
通
気
方
式
で
あ
る
、
排
水
管
下

部
の
正
圧
抑
制
機
能
や
排
水
横
枝
管
内

の
負
圧
緩
和
機
能
が
劣
る
為
、
条
件
付

で
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

条
件
と
し
て
は
、 

①
排
水
立
て
管
の
長
さ
３
０
ｍ
以
下
で

使
用
す
る
。 

②
排
水
立
て
管
に
は
オ
フ
セ
ッ
ト
を
設

け
て
は
な
ら
な
い
。 

③
排
水
横
枝
管
の
水
平
曲
が
り
は
、
排

水
立
の
底
部
よ
り
３
ｍ
以
内
に
設
け
て

は
い
け
な
い
。 
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三
．
そ
の
他 

（
１
）
特
殊
継
手
排
水
方
式
（
特
殊
集

合
管
） 

特
殊
継
手
に
よ
り
排
水
立
て
管
の
流

れ
と
排
水
横
枝
管
の
流
れ
交
差
を
円
滑

に
し
、
立
て
管
の
流
速
を
抑
え
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
通
気
立
て
管
が

不
要
に
な
る
、
集
合
住
宅
、
ホ
テ
ル
の

客
室
系
統
に
使
用
さ
れ
る
。

 

（
２
）
結
合
通
気
管 

排
水
立
て
管
か
ら
分
岐
し
て
立
ち
上

げ
、
通
気
立
て
管
に
、
接
続
す
る
通
気

管
、
立
て
管
内
の
圧
力
変
化
を
防
止
ま

た
は
、
緩
和
す
る
為
に
設
け
る
。 

（
３
）
共
用
通
気
管 

背
中
合
わ
せ
ま
た
は
、
並
列
に
設
置

し
た
衛
生
器
具
の
器
具
排
水
管
の
交
点

に
接
続
し
て
立
ち
上
げ
、
そ
の
両
器
具

の
ト
ラ
ッ
プ
封
水
を
保
護
す
る
通
気
管
。 

 

  

（
４
）
湿
り
通
気
管 

２
個
以
上
の
ト
ラ
ッ
プ
を
保
護
す
る

為
、
器
具
排
水
管
と
通
気
管
を
兼
用
す

る
部
分
の
通
気
管
。 

（
５
）
返
し
通
気
管 

器
具
の
通
気
管
を
、
そ
の
器
具
の
あ

ふ
れ
縁
よ
り
高
い
位
置
に
一
度
上
げ
、

そ
れ
を
折
り
返
し
て
立
ち
下
げ
、
そ
の

器
具
排
水
管
が
他
の
器
具
排
水
管
と
合

わ
さ
る
直
前
の
横
走
り
部
へ
接
続
す
る

か
、
又
は
、
床
下
を
横
走
り
し
て
通
気

立
て
管
へ
接
続
す
る
配
管
。 

（
６
）
通
気
弁 

空
気
の
吸
い
込
み
を
行
い
、
屋
外
に

通
気
管
の
開
口
部
を
設
け
な
く
て
済
む

よ
う
に
、
開
発
し
た
装
置
で
は
あ
る
が
、

負
圧
状
態
で
の
使
用
に
限
ら
れ
る
。
設

置
場
所
に
注
意
が
必
要
に
な
る
。
正
圧

の
緩
和
に
は
、
役
に
立
た
な
い
の
で
設

置
箇
所
に
注
意
す
る
。
ご
み
の
詰
ま
り

な
ど
に
備
え
、
保
守
点
検
の
で
き
る
場

所
、
換
気
の
良
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
。 

    

『
後
を
絶
た
な
い
怖
い
建
築
』 

文
責 

常
任
理
事 

石
岡 

善
正 

  

過
日
、
あ
る
相
談
者
か
ら
一
本
の
電
話

が
入
っ
た
。
そ
れ
は
、
上
棟
後
の
建
物
が

お
か
し
い
の
で
見
て
ほ
し
い
と
い
う
相

談
で
あ
っ
た
。 

相
談
者
か
ら
現
場
の
様
子
を
聞
き
出

し
た
処
、
こ
れ
は
、
通
常
で
は
な
い
と
い

う
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
先
ず
は
現
場
の

現
場
検
査
事
例 
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確
認
が
先
決
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

早
速
、
相
談
者
と
現
場
立
会
い
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

因
み
に
、
こ
の
工
事
は
、
地
元
の
不
動

産
業
者
が
所
有
す
る
土
地
を
購
入
、
そ
の

土
地
に
、
軸
組
工
法
に
よ
る
専
用
住
宅
を

新
築
す
べ
く
、
同
業
者
と
請
負
契
約
を
締

結
、
工
事
は
上
棟
ま
で
進
行
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。 

立
会
い
当
日
、
先
ず
、
現
場
の
前
に
立

ち
驚
い
た
の
は
、
建
物
全
体
の
作
業
の
進

め
方
が
ち
ぐ
は
ぐ
、
そ
し
て
、
場
内
は
雑

然
と
し
、
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
等
々
…
、
一

見
し
て
監
理
不
在
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

建
物
内
に
入
り
、
先
ず
、
相
談
者
か
ら

ひ
と
通
り
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

工
事
の
施
工
状
態
を
順
次
確
認
し
た
結

果
、
建
物
に
は
、
驚
く
よ
う
な
施
工
上
の

問
題
が
各
所
に
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
主
な

問
題
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 □
現
場
の
施
工
状
態 

①
作
業
手
順
が
前
後
し
て
い
る
。 

上
棟
後
二
週
間
を
経
過
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
屋
根
下
地(

野
地)

は
や
り
掛
け

の
ま
ま
放
置
、
軸
組
材
は
雨
に
晒
さ
れ
、

至
る
所
が
染
み
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
る
。

大
工
は
建
物
の
あ
ち
こ
ち
に
手
を
掛
け
、

至
る
所
が
食
い
散
ら
か
し
状
態
に
な
っ

て
い
る
。 

②
柱
、
及
び
壁
の
下
で
、
基
礎
を
必
要
と

す
る
個
所
に
基
礎
が
な
い
。 

 

   
 

 

③
基
礎
が
蛇
行(

３
㎝)

し
、
尚
且
つ 

基
礎
天
端
の
水
平
が
悪
い(

１
㎝)
。 

④
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
絶
対
数
が
不
足

し
、
必
要
と
す
る
位
置
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
の
施
工
が
な
い
。 

⑤
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
は
芯
ず
れ
を
起
こ

し
、
更
に
、
基
礎
天
端
か
ら
の
出
寸
法
も

不
足
し
て
い
る
。 

  

                       
⑥
柱
の
胴
付(

突
合
せ)

が
悪
く
、
柱
の
上

下
が
空
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
基
礎
天
端

の
不
陸
が
招
い
た
も
の
で
あ
る
。 

⑦
軸
組
材
の
継
ぎ
手
、
仕
口
の
金
物
が
不

足
し
、
更
に
、
構
造
金
物
の
使
い
分
け 

が
間
違
っ
て
い
る
。 

⑧
筋
違
い
の
方
向
が
違
っ
て
い
る
。 

⑨
土
台
、
及
び
２
階
床
梁
の
水
平
精
度
が

悪
い
。
こ
れ
は
、
基
礎
天
端
の
不
陸
に
加

え
、
更
に
は
、
基
礎
パ
ッ
キ
ン
に
よ
る
不

陸
調
整
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

床
の
不
陸(

水
平
不
良)

に
直
結
す
る
。 

 

□
問
題
が
発
生
し
た
背
景 

１
．
施
工
業
者 

施
工
業
者
は
、
建
設
業
登
録
は
行
っ
て

い
る
も
の
の
、
本
業
は
不
動
産
業
で
あ
り
、

専
任
の
技
術
者
は
在
籍
し
な
い
。
殆
ど
の

業
務
を
素
人
で
あ
る
社
長
個
人
が
切
り

回
し
、
あ
と
は
取
引
の
下
請
け
業
者
任
せ

で
あ
っ
た
。 

基礎のない外壁、 
長さ不足で接続のない土台 

アンカーボルトの芯ずれと土台の欠損 

ホールダウンアンカーの芯ずれ 
アンカーボルトの出寸法不足 
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２
．
契
約
形
態 

 
契
約
は
、
坪
当
た
り
幾
ら
の
総
金
額
で

行
な
わ
れ
、
仕
様
や
工
事
範
囲
な
ど
は
全

て
口
約
束
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
設
計
図
や
仕
様

見
積
書
な
ど
は
存
在
し
な
い
。 

３
．
設
計
図
書 

確
認
申
請
の
た
め
の
図
面
の
作
成
は
、

申
請
を
代
行
す
る
建
築
事
務
所(
代
願)

が
行
っ
て
い
る
が
、
契
約
に
必
要
な
設
計

図
書
は
勿
論
、
工
事
に
直
接
必
要
な
施
工

図
な
ど
は
な
か
っ
た
。 

４
．
工
事
監
理 

工
事
は
、
下
請
け
の
工
務
店
に
ほ
ぼ
丸

投
げ
さ
れ
、
そ
の
工
務
店
が
工
事
の
運
営

を
任
さ
れ
て
い
た
が
、
現
場
を
監
理
す
る

技
術
者
は
い
な
か
っ
た
。 

 □
問
題
発
生
に
繋
が
っ
た
原
因 

１
．
設
計
図
書
の
不
足 

 

設
計
図
書
の
不
足
、
こ
れ
が
様
々
な
問

題
発
生
に
繋
が
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
当
該
現
場
に
お
い
て
発
生
し
た
問

題
の
ひ
と
つ
に
は
、
基
礎
伏
図
が
な
か
っ

た
こ
と
、
基
礎
伏
せ
を
無
視
し
て
作
ら
れ

た
プ
レ
カ
ッ
ト
図
の
み
が
単
独
先
行
し

た
こ
と
な
ど
よ
っ
て
、
基
礎
、
躯
体
面
の

問
題
を
引
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
は
、
少
な
く
と
も
施
工
図
が
あ
れ
ば
防

げ
た
問
題
で
あ
る
。 

２
．
工
事
監
理
不
在 

当
該
現
場
は
、
施
工
会
社
に
よ
る
管
理

は
行
わ
れ
て
い
な
い
に
等
し
く
、
現
場
に

お
い
て
工
事
の
段
取
り(

連
絡
係)

を
し

て
い
る
の
は
、
下
請
け
の
年
寄
り
の
何
で

も
屋
さ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
技
術
的
な
も

の
は
持
ち
合
わ
せ
な
く
、
逆
に
元
請
け
業

者
に
対
す
る
金
銭
的
な
不
満
を
、
第
三
者

で
あ
る
我
々
に
溢
す
よ
う
な
有
様
で
あ

っ
た
。 

本
来
、
現
場
監
督
は
、
工
事
着
工
に
先

立
ち
、
設
計
図
書
の
内
容
を
読
み
取
り
、

問
題
点
を
事
前
に
抽
出
し
解
決
す
る
。
そ

し
て
、
下
職
に
指
示
・
徹
底
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
当
該
建
物
も
、
現
場
監
督
が
事

前
に
平
面
図
と
基
礎
伏
せ
、
基
礎
伏
せ
と

プ
レ
カ
ッ
ト
図
を
連
動
さ
せ
る
べ
く
、
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
程
度
、

設
計
図
面
の
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
施
工
時

点
に
お
い
て
、
下
職
に
対
す
る
指
示･

指

導
、
更
に
、
個
々
の
工
事
施
工
後
の
検
査

を
行
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
問
題
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
現
場
の
係
員
は
、
残
念
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
何
れ
に
対
し
て
も
、
必

要
な
経
験
と
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
。 

３
．
施
工
態
勢 

 

施
工
会
社
に
は
、
設
計･

施
工
マ
ニ
ュ

ア
ル
的
な
も
の
は
な
く
、
ま
た
、
下
請
け

業
者
に
対
す
る
教
育･

指
導
も
行
っ
て
い

な
い
。
工
事
の
発
注
は
、
工
事
の
一
部
を

分
離
発
注
、
一
部
の
資
材
を
支
給
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
は
工
事
を
一
括
し
て
発

注
す
る
、
所
謂
丸
投
げ
方
式
が
取
ら
れ
て

い
る
。 

従
っ
て
、
設
計
図
書
の
不
足
、
工
事
監

理
不
在
の
下
で
造
ら
れ
る
建
物
の
出
来

栄
え
は
、
下
請
け
業
者
の
技
量
次
第
と
い

う
態
勢
で
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

□
結
末 

 

当
初
の
現
場
の
状
態
か
ら
、
一
時
は
ど

う
な
る
か
と
危
惧
し
た
も
の
の
、
手
直
し

に
着
手
す
る
に
際
し
、
下
請
け
業
者
も
理

解
し
協
力
的
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
大

工
を
入
れ
替
え
る
な
ど
、
施
工
態
勢
を
一

新
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
、

問
題
個
所
は
総
て
是
正
が
完
了
。
大
工
の

腕
も
良
か
っ
た
た
め
、
過
去
の
問
題
発
生

事
実
を
除
い
て
は
、
建
物
の
出
来
栄
え
も

よ
く
、
当
然
な
が
ら
検
査
済
証
も
取
得
、

相
談
者
は
無
事
に
引
っ
越
し
を
済
ま
せ
、

新
居
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。 

 

■
雑
誌
の
記
事
を
読
ん
で 

選
ん
だ
設
計
者
に
裏
切
ら
れ
た
例 

文
責 

社
員 

磯
辺
重
夫 

 

自
分
の
作
品
作
り
の
た
め
に
、
あ
ま
り

依
頼
者
の
希
望
を
聞
か
ず
に
設
計
を
進

め
て
し
ま
う
建
築
士
が
い
る
。 

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
住
宅
は
、
デ
ザ
イ

ン
の
斬
新
さ
を
と
ら
え
た
そ
の
時
代
の

先
端
イ
メ
ー
ジ
を
売
り
物
に
し
た
も
の

が
多
い
。 

個
性
を
強
調
し
た
作
品
や
、
イ
ン
テ
リ

ア
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
調
・
民
家
風
な
ど

多
種
多
彩
な
内
容
で
紙
面
を
飾
っ
て
い

る
が
、
設
計
に
は
機
能
を
重
視
す
る
タ
イ

プ
と
、
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
て
自
分
の
ス

タ
イ
ル
を
売
り
物
に
し
て
い
る
タ
イ
プ

と
二
分
さ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
住
宅
を
建
て
よ
う
と
す

る
人
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
重
点
を
置
き
た
い

な
ら
前
者
の
タ
イ
プ
、
機
能
・
構
造
に
重

点
を
置
き
た
い
な
ら
後
者
の
タ
イ
プ
の

建
築
士
に
設
計
を
依
頼
す
る
の
が
良
い
。

こ
こ
で
あ
げ
る
事
例
は
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
雑

誌
に
載
っ
て
い
た
作
品
を
設
計
し
た
建

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅
５９
の
手
口 
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築
士
に
設
計
を
依
頼
し
て
裏
切
ら
れ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

雑
誌
に
載
る
作
品
は
写
真
の
出
来
、
不

出
来
で
大
き
く
異
な
る
。
な
か
で
も
機
能

面
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。 

「
あ
な
た
は
素
人
で
わ
か
ら
な
い
だ

ろ
う
が
、
い
ま
ど
き
そ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
は

流
行
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
、
い
っ
さ
い

を
任
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
こ
の
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
そ
の
結
果
で
き
た
住
宅
が
自
分

の
好
み
に
合
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
。 

こ
う
い
う
事
態
を
避
け
る
に
は
、
デ
ザ

イ
ン
雑
誌
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な

く
、
巷
の
評
判
を
聞
い
た
り
、
少
な
く
と

も
二
～
三
件
は
そ
の
建
築
士
の
作
品
を

実
際
に
見
た
り
し
た
う
え
で
、
「
や
は
り

こ
の
人
に
依
頼
し
た
い
」
と
確
信
が
持
て

た
ら
頼
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

過
去
の
相
談
事
例
か
ら
い
う
と
、
デ
ザ

イ
ン
系
の
建
築
士
が
設
計
し
た
物
件
に

瑕
疵
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う

な
の
で
、
設
計
や
監
理
の
段
階
で
と
く
に

設
備
関
係
に
明
る
い
建
築
士
の
意
見
を

聞
く
こ
と
を
す
す
め
た
い
。 

  

   

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

□
２
０
０
７
年
12
月
の
電
話
相
談 

業
務
等
実
績 


 

相
談
件
数 

12
月 

６４
件 

 


 

相
談
内
容
の
内
訳 

  

調
査
問
合
せ 

 

22
件
（
33
％
） 

  

施
工
問
題 

 
 

17
件
（
27
％
） 

  

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般 

７
件
（
11
％
） 

  

契
約
問
題 

 
 

４
件
（
６
％
） 

  

瑕
疵
問
題 

 
 

４
件
（
６
％
） 

  

設
計
問
題 
 
 

１
件
（
２
％
） 

  
業
者
と
紛
争 

 

１
件
（
２
％
） 

  

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
１
件
（
２
％
） 

  

土
地
相
談 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

そ
の
他 

 
 

６
件
（
９
％
） 


 

相
談
窓
口
の
情
報
源 

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
35
件
（
76
％
） 

  

口
コ
ミ
・
紹
介 

６
件
（
14
％
） 

  

新
聞
・
雑
誌 

 

１
件
（
２
％
） 

  

業
界
窓
口 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

行
政
窓
口 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

テ
レ
ビ 

 
 
 

１
件
（
２
％
） 

  

そ
の
他 

 
 
 

１
件
（
２
％
） 


 

調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数
21
件 

  

建
物
の
目
視
調
査 

 

６
件 

  

瑕
疵
総
合
調
査 

 

５
件 

  

売
買
物
件
の
引
渡
し
前
の 

検
査  

 
 

 
 

４
件 

  

工
事
中
の
第
三
者
検
査
１
件 

  

係
争
中
物
件
の
調
査 

１
件 

  

リ
フ
ォ
ー
ム
調
査 

 

１
件 

  

そ
の
他 

 
 
 
 
 

３
件 

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の
み
掲
載 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
、

依
頼
者
様
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
回
答

を
頂
い
た
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
新
築
工
事
中
の
第
三
者
検
査
依
頼
を

さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

確
認
す
べ
き
内
容
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
５
な

ど
の
規
格
値
に
入
っ
て
い
る
、
入
っ
て
い

な
い
や
、
問
題
に
対
す
る
対
応
内
容
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
良
い
、
悪
い
の
目
安

を
示
し
て
も
ら
え
安
心
し
た
長
く
住
め

る
家
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
余
談
で
す

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
期
間
な
ど
も

め
い
っ
ぱ
い
長
く
取
っ
て
も
ら
え
住
宅

メ
ー
カ
ー
の
対
応
も
違
っ
て
い
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
「
十
分
な
知
識
と
経
験
の

あ
る
現
場
管
理
者
」
が
あ
ま
り
い
な
い

（
と
思
え
る
）
現
状
で
は
非
常
に
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
金
額
的
に
も
納
得
で
き
る

レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
続

け
て
い
か
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。 

（
熊
本
県
在
住
の
方
か
ら
）  

～
編
集
後
記
～ 

『
は
る
め
く
や
や
ぶ
あ
り
て 

雪
あ
り
て
雪
』（
一
茶
） 

年
が
明
け
、
早
く
も
二
十
日
正
月
も
過

ぎ
去
っ
た
。
世
に
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
、

連
日
の
よ
う
に
歓
迎
し
な
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
暦
の
上
で
の
立
春
も
も
う
間

近
、
春
は
遠
か
ら
ず
必
ず
や
っ
て
来
る
。 

今
年
は
、
穏
や
か
な
春
、
そ
し
て
明
る

い
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。（
Ｙ
・
Ｉ
） 


